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池糠の湿原から劔岳展望の山と日本一の滝
弥陀ヶ原～室堂～大日岳～称名滝
実施日 2019年８月２日(金)～５日(月)
天 候 晴れ
リーダー 涌井 良明
参加者 涌井良明､服部美千代､白石恵

美子､渋谷京子､徳山敬子､渡
邉悦子､石附智江､中村友子､
峯川弘子､宮崎敏男 計１０名

費 用 高速 7,400円、JR 8,390円、
地鉄1,200円、ｱﾙﾍﾟﾝﾙｰﾄ1,800
円、宿泊19,800円、入浴600
円 合計39,1900円

タイム 8/2 新宿(6:55 )富山駅(14:
10)地鉄ホテル 泊

8/3 電鉄富山駅(6:12 )立山
駅(7:20∼8:20)美女平(8:30
∼9:00 )弥陀ヶ原BS(9:30
∼40)獅子ヶ鼻下(10:30)獅
子ヶ鼻上(11:10)2230㍍休
憩(12:35∼45)天狗平山荘
(13:55∼13:50)室堂(14:50)
ミクリガ池温泉(15:15)雷
鳥荘(15:40) 泊

8/4 雷鳥荘(6:55)新室堂乗越(7:
56∼8:06)室堂乗越(8:20)奥
大日岳(10:20∼35)七福園(1
2:30)大日小屋(13:10) 泊

8/5 大日小屋(5:40)大日岳(5:
55∼6:10)下山開始(6:25)
大日平山荘(8:50∼9:05)
牛ノ首(9:45)大日岳登山
口(11:36)称名滝(11:50∼
55)称名滝BS(12:30∼13:0
5 )立山駅(13:25∼14:56
)電鉄富山駅(15:45)

8／2 毎週末に雨を降らせた異常梅
雨が明けていきなりやって来た酷暑での
夏山になってしまった。殆どトレーニン
グの山歩きが出来ないで突入したが、案
の定暑さに苦しめられた？(単なるサボ
りだろ！)ような山行になった。
高速 で半日かけて前泊の富山に入

ったが、経費はJRの老齢割引と1,000
円強しか違わなかった、次富山があっ
たら で行こ！
やっぱり暑かった富山駅近くでつまし

く前夜祭後、早々に？山行に備えて就寝。
8／3 夜行バスでのメンバーと合流

後(間に合ってヨカッタ)富山電鉄線で立

山に向けて出発。いかにもローカル線ら
しい沿線風景と揺れを感じて終着の立山
駅へ。予想通りだったとは言え、アルペ
ンルートのチケット売り場は長蛇の列
が、弥陀ヶ原へのチケット買うまでに３
０分程はかかったかも。それでも のピ
ストン輸送なので予定２０分遅れで美女
平へ、室堂直行便は頻繁に出るが途中下
車用 は時刻表通りで、想定の１時間遅
れで出発。 は右に左にクネクネと高度
を上げて行く、このまま室堂まで乗って
いたい気分にもなるがそうもいくまい。
30分で弥陀ヶ原BSに、先着していた

メンバーとご対面してこの日の７名パ
ーティが揃った。仕方ないから、さあ！
ガンバって歩くかー！
弥陀ヶ原の木

道歩きからカル
デラ台地の湿原
に伸びた木道を
左右の花々に歓
迎？されて進み、
半周ほど回って
獅子ヶ鼻へ向か
う。台地(湿原)の切れ目に立ち塞がる山
肌が少しずつ近づく、木道から山道にな
ると途端に藪っぽくなって谷(沢)に向か
って下っていく。一本橋で沢を渡り岩と
草付きをトラバース気味に進みナメ滝状
の沢身に降り立つと、獅子ヶ鼻岩の登り
口だ。まあ、鎖の付けられた崖の道で、

一枚岩を縫うように
鎖場が続く急登だ。
湿原歩き後いきなり
の濡れた岩場を登る
ことになり、さぼり
も加わって一気に疲
労が増してくる、ま
さにヨッコラショ、

ドッコイショとザックと体を持ち上げ
る、汗もタラタラッと。
やっと登り切って再び木道になるが既

に１日分のエネルギーを使い切ったよう
な感じだ。木道に設置された休憩ポイン
トで一息ついて上の台地からの眺望も楽
しむ。さあ元気出してイコー！と思うも
のの一向にピッチは上がらない、獅子ヶ
鼻の登りで今日のエネルギーを使い切っ
たのか、はたまたソヨとも吹かない風､
たんまり湿気を含む真夏の日射しなどの
暑さ負けか？ 時折聞こえる高原バスの
エンジン音にア∼ッ乗って行きてー！
緩い登りを主に木道で進み、高原道路

を横断して登り着いた小屋が天狗平山荘



だ、小屋と言うよりはホテルライクな立
派なものだ。とここでメンバーからアイ
スの差し入れ冷たーい！ウマーイ！ひた

すら感謝です。
前方に見えている
室堂ターミナルの
ホテル立山に向か
って遊歩道となっ
た道を進む、通行
止めになっている
地獄谷への道を分

けてグイっと登ると室堂の遊歩道へ飛び
出した。ターミナル前の立山の名水を汲
んでから、ミクリガ池畔を抜けて行くさ
すがに人通りも多い、そうか今日は夏休
で土曜日だし。
展望台から盛んに噴煙を上げる地獄谷

を見て尾根状の道を下って、宿泊する雷
鳥荘に着く。疲れた！
その後室堂からや立山３峰を回ってき

たメンバーも合流、明日に備えて？カン
パーイ！
８／４ ほぼホテ

ルの雷鳥荘の朝バイ
キング後、雷鳥沢の
テント村へ下る。
沢を渡ってから別

山乗越への道と分れ
て新室堂乗越へ登って行く、三々五々登
山者のグループが登っている。朝の空気
感と周囲のうねる山稜が素晴らしい景観
を見せてくれる、今年は当り年かコバイ
ケイソウの姿も多い。初めての山道らし
い登りが終わって新室堂乗越に、左に大
日岳へ続く稜線を進むことになる。

スケール感のあ
る立山と対峙し
つつ稜線歩きだ、
室堂乗越を過ぎ
振り返ると岩の
鎧を纏った剱岳
が見え始めた。
夏の北ア、雰囲

気満々である。これから向かう大日岳の
山稜が行く手に立ち塞がるように大きく
見える、既に気持ちにひるみが出てきた
のか情けな～い！ でもしのび寄る年波
には逆らえないもん。
奥大日岳手前の2611㍍ピークは巻く

ようだが道はずっと登りが続いている。
登りの手前の鞍部で短いが雪渓を通

過、７月中頃まではこの付近は残雪の道
になっているのだろう。巻道登りを進む
とはるか？ピークの鞍部にちっちゃく小

屋が望めた、今日はあそこの大日小屋で
泊まるのだが、まだまだ遠くに見えるね

え！ また、左(南)
側にはコバイケイ
ソウの大群落そし
て一気に称名川へ
と落ち込む谷を挟
んだ向こう台地上
には高原道路がう
ねりオモチャのに

も見える の姿も、何度も世話になった
道と で、昨日も『乗って行きてー』な
どと思ったのだが、この伸びやかで雄大
な山岳風景には高原道路は無くても良い
のに、と思えてしまう。
もしこの風景がカンバス上なら消して

しまいたいかもね、などと思ったりもす
るが、暑さと年？＆トレーニング不足で
足が上がらね～、みんな平気で歩いてる
みたいで、へたばってるのはオレだ
け？？ それでも終わらない登りはない
ので2611㍍の前衛ピークを巻き終わる
と稜線から僅
かに外れた大
日山塊最高点
の奥大日岳に
着いた。
狭い山頂は

デカめの岩塊
ゴロゴロと導
標で△点はな
い。対峙する劔岳が西側には直線的に長
く早月尾根が重なる尾根筋に沈んでい
く。その眼を上げるとやや霞みがちに赤
谷山の姿が見える。が、なんと言っても
劔岳の貫禄勝ちだろう。
次々に到着してくる登山者で狭い山頂

もやや混雑してくるが、展望を楽しみ軽
食と写真も撮ってさあ先へ行こう。
最近は奥大日岳から室堂へ戻る往復登

山が多いと言われているようだが、理由
は直ぐに分かった気がした、登山道は今
までとは一変､岩混じりの滑りそうな急
下降、鎖場、痩道もある尾根筋になって
○危マーク有りといった感じ。

下り切って二重山
稜の窪湿地、キヌ
ガサソウ、キバナ
ノコマノツメ、オ
オヒョウタンボク

なども見られこの時期花はどこでも絶好
調である。但し、歩くピッチは相変わら
ずカタツムリの移動といった如くだ、稜
線上の登降が続き一息つけるような場所



もなかなか見つからずにキツイ歩きだ。
岩が多くなってくるとやがて七福園で岩
と緑のコントラストが美しいが歩き易い
わけではなかった。

この辺りでランチ
とも思っていたが
スペースも無く小
休止だけ、でもワ
ンピッチで小屋に
着きそうだ。七福
園の先で木道にな
り20㍍程登ったピ

ークが中大日岳で花撮影で気付かずに過
ぎた。 下り道になって赤屋根が見える
とがぜんカラ元気に。１３時過ぎ大日小
屋着、行動時間は長くないが今日もなん
だかグッタりの疲労感はどして？、やは
り年か？いーえ､山トレ不足でしょ！
さて、大日岳に行くつもりだったが、

午後ガスが辺りを覆ってしまい、山頂も
隠れてしまったので明日下山前に登るこ
とになればーッ、カンパーイ！！
大日小屋は小さめだが、今日は定員目

一杯、布団２枚で３人、上向いて寝ると
左右が触れてしまうレベルです。だが夕
食後小屋番２代目(ギター造職人)の演奏が
あってほっこりする一時もあって、明日
の下山に備えてギッチギチでオヤスミで
す。夜中に２･３度は足踏んづけられた
ような！？
８／５ 日の出

前、昨日はガスで
見えなかったが正
面にオレンジのグ
ラデーションのカ
ンバスに大きく劔
岳 が シ ル エ ッ ト
が！ 見とれてしまう、この小屋は良い
場所にあるねえ！ 食事中の5時20分頃

前剱辺りから☀が
顔を出した、今日
も夏空のようだ。
大日岳をピストン
するために予定よ
り早めに小屋を後
にする。
直ぐに称名と大日

岳の分岐で、ザックデポして山頂へ向か
う。朝日を浴びながら20分で山頂へ、
石積みに導標のあるそれほど広くない頂
だ、大日岳自らが作る影大日？、遙かに
存在感のある薬師岳が印象的だ。存分に
展望を楽しんでから下山口へ戻る。ここ
からは間に大日平の湿原を挟み二度の急

下降をして称名川まで標高差1400㍍を
下らなければならない。直ぐに傾斜が増
した下りになるが、岩が多いこともあっ
て、以外と足場が難しい道である、山肌
にも大小の岩壁が点在しており、名前か
らその昔は立山同様修験の山であったこ
とが窺えるのかも。
下りの道も様々な花が迎えてくれる

が、緊張も強いられる下りでいまいち花
を愛でる気持ちの余裕がないのがちょっ
と悔しい。沢音が近づいて最初の水場を
横切る、その後何回か小沢を横切りなが
ら沢筋や沢状の道を急下降していく。決
して快適な下り道でなく山慣れなしてい
なければかなり辛い道だろう。
後ろには下ってきた大日岳が壁のよう

に立ちはだかるようだが、徐々に傾斜が
緩くなって、木道が現れて大日平になっ

てくる。静かに佇む
大日平小屋で再び始
まるこの後の下りに
備えて長めに休憩し
た。大日小屋からは
大日平を縦断するよ
うに木道を辿ってや

がて牛ノ首になると二度目の急下降が始
まる、ハシゴを下って滑る易そうな下り
とハシゴや鎖の道がしばらく続く、もち
ろん気持ちに余裕が感じられないので何
だか辛い下りである。ジグザグを切って
下るようになって道は多少歩きやすくは
なったものの、標高が下がって暑さが増
してそれはそれでやはり辛い。チラっと
ゴールの道も見えてくるが結局最後まで
ピッチは上がらないまま称名川沿いの大
日岳登山口に下山した。
疲れた～ぁ！が実感！！
せっかくなので山道は終
わったので、称名滝を見
に行くことに。もう沢山
と言われる数名にザック
番をお願いして日本一の
滝を見に行く。称名滝は3
50㍍の高さを３段となっ
て豪快な飛沫を飛ばしていた、イヤー
ッ！ 涼しーッ！！この時ばかりは暑さ
を全く感じなかった。
これにて今回予定の行程は全て完了。

みなさーん、おつかれさまでした！
計画通り、 →お風呂 →地鉄 の

順で富山駅へ。
あーッ ツカレタ！！

（記＆写真・涌井 良明）


